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Accordingtotheresult of our observation on various aspects shown by the numerous  

mushroom sporesinoculatedinto agar mediain the pr叱eSS Of germination，the spores  

preservedina calcium ch10ride desiccator at 2．50C．for one year germbated under the  

Same COnditionasthefresb spores．   

胞子の生存期間についての発表はないので筆者等ほ寒天培養基に多数胞子を］妾建して発芽状態を  

観察し、長期間保存した胞子の発芽カと新鮮な胞子のそれを比較して胞子の革命を推定した。供試  

の保存胞子ほ採集直後より塩化カルシウム乾燥器中にて2．50Cの冷窒匿保管した。培養基ほ葡萄  

糖を主成分とする寒天堵地で1050C 60分殺菌して任用した。増養温度は250C とした。   

なお筆者等が採用している胞子発芽法の胞子の前処理、埼養基の組成私闘する詳細の研究は後日  

の機会に写芭表するつもりであるが、今回ほその結果のみについて報告する。  

新鮮胞子の発芽 新鮮胞子の発芽試験は4子実体から夫々胞子を採集して行った。写岩芽率ほ胞子  

接種の金試験管に対する胞子の芋岩芽せる試験管の数を以て定め接種胞子数に対する発芽胞子数によ  

ったものでない。発芽月日は芋芭芽せる胞子群を最初に確認せる日とした。  

第一・表  新 鮮 胞 子 の 発 芽  
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保存胞子の発芽 保存胞子の発芽試験には5子実体より採集の胞子について行った。  

第二表  ・保 存 胞 子 の 発 芽  
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実験結果の考察  

第1表及第2表によれば胞子の穎天培養の結果ほ新鮮胞子、保存胞子とも接種後10日前後に発芽  

するものが多かったが、供試の保存胞子中の二種ほ発芽に永い日数を要一た。発芽率ほ保存により  

減少をみなかった。第2表胞子別No．3の胞子ほ1カ年以上生存したことが確実である。  
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